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降誕節第 6 主日              No. 05 
 

主日礼拝   

 

前奏 「オルガンソナタ 1 番より 3 楽章」 

          （F.メンデルスゾーン） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「ヤコブよ、あなたを創造された主は 

イスラエルよ、あなたを造られた主は 

今、こう言われる。 

恐れるな、わたしはあなたを贖う。 

あなたはわたしのもの。 

わたしはあなたの名を呼ぶ。」 （イザヤ書 43:1） 

 

交読詩編 51:12～17 
 

司式者：神
かみ

よ、わたしの内
うち

に清
きよ

い心
こころ

を創
そう

造
ぞう

し 

会 衆：新
あたら

しく確
たし

かな霊
れい

を授
さず

けてください。 

司式者：御
み

前
まえ

からわたしを退
しりぞ

けず 

会 衆：あなたの聖
せい

なる霊
れい

を取
と

り上
あ

げないでください。 

司式者：御
み

救
すく

いの喜
よろこ

びを再
ふたた

びわたしに味
あじ

わわせ 

会 衆：自
じ

由
ゆう

の霊
れい

によって支
ささ

えてください。 

司式者：わたしはあなたの道
みち

を教
おし

えます 

あなたに背
そむ

いている者
もの

に 

会 衆：罪
つみ

人
びと

が御
み

もとに立
た

ち帰
かえ

るように。 

司式者：神
かみ

よ、わたしの救
すく

いの神
かみ

よ 

流
りゅう

血
けつ

の災
わざわ

いからわたしを救
すく

い出
だ

してください。 

会 衆：恵
めぐ

みの御
み

業
わざ

をこの舌
した

は喜
よろこ

び歌
うた

います。 

司式者：主
しゅ

よ、わたしの 唇
くちびる

を開
ひら

いてください 

会 衆：この口
くち

はあなたの賛
さん

美
び

を歌
うた

います。          

 

 

祈祷 

 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 

 

 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

聖書 マルコによる福音書 1: 40～45 
              新約(新共同訳)p63 

 

さて、重い皮膚病を患っている人が、イエスのとこ

ろに来てひざまずいて願い、「御心ならば、わたし

を清くすることがおできになります」と言った。イ

エスが深く憐れんで、手を差し伸べてその人に触れ、

「よろしい。清くなれ」と言われると、たちまち重

い皮膚病は去り、その人は清くなった。イエスはす

ぐにその人を立ち去らせようとし、厳しく注意して、

言われた。「だれにも、何も話さないように気をつ

けなさい。ただ、行って祭司に体を見せ、モーセが

定めたものを清めのために献げて、人々に証明しな

さい。」しかし、彼はそこを立ち去ると、大いにこ

の出来事を人々に告げ、言い広め始めた。それで、

イエスはもはや公然と町に入ることができず、町の

外の人のいない所におられた。それでも、人々は四

方からイエスのところに集まって来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

賛美 463「わが行くみち」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説教 「心から望む」 
 

賛美 446「主が手をとって起こせば」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 
 

 

 

後奏 「オルガンソナタ 1 番より 4 楽章」 

（F.メンデルスゾーン） 

 

 

司 式 佐々木 悠 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 
 

 

 


